第3号様式（第7条関係）

交付申請用チェックリスト

　　　　年　　月　　日

申請団体名：

代表者名：

点検者氏名：

本チェックリストは，補助金の交付申請にあたり要件を満たしているかを確認するためのものです。すべての項目を確認し，□にチェックを入れた上で，申請書類に添えて提出してください。

１．申請書および添付書類の確認

□ 交付申請書（別記第１号様式），収支予算書（別記第２号様式）が作成されている。

□ 申請書の申請人欄は，「団体住所・団体名・団体長名」で記入されている。

□ 定款，規約その他これらに準ずる書類の写しが添付されている。

□ 団体の概要調書（組織，構成員名簿等）が添付されている。

２．申請団体および事業の要件確認

□ ５名以上からなる実行委員会等を組織している，または要綱で規定される対象団体（地域づくり協議会，分館，NPO法人等）に該当する。

□ 申請事業が，地域の魅力活用，特産物活用・地産地消，団体自ら実施する課題解決，地域住民が一体となるにぎわい創出のいずれかに該当する。

□ 国，県，町の他の補助金の交付を受けていない。

□ 事業の効果が特定の個人等のみに帰属せず，専ら営利のみを目的としない。また政治活動または宗教活動を目的としない。

□ 同一事業に対する本補助金の申請は，３回（３会計年度）以内である。

□ 参加者を対象としたアンケート調査を実施する計画となっている。

（「満足度」及び「自由意見」を必須項目とし，その他項目については任意）

３．補助対象経費および補助金額の確認

□ 予算書に計上している経費は，以下の区分に基づいている。 （報償費，旅費，需用費，役務費，使用料及び賃借料，原材料費，備品購入費，その他の経費（社会通念上適切であると認められる経費））

□ 備品購入費の総額は，補助対象経費の２分の１以内となっている。

□ 団体の役員・会員の懇親を目的とした食糧費・酒類等，慶弔費，団体役員等の報酬が含まれていない。

□ 補助金の申請額は，補助対象経費に80パーセントを乗じた額の範囲内で，20万円を上限（千円未満切り捨て）としている。

□ 公的機関以外の他団体から補助や協賛金を受ける場合は，その額を控除して計算している。

